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第 2 葦では相互に幾何学的に相似な一連の撹拝槽を使用して, 密度, 粒径, 形状などの広範囲に異なる
亜鉛, 硝酸銀, 過マンガン酸カリ, 食塩, 硝安, 瑚酸, 尿素, フェニル酢酸, クロトン酸などの･結晶を









支配の場合の 3種に大別 し, それらのすべての場合を総括する一般の反応速度式を導き, 総括反応速度と
撹拝強度との関係および上述のおのおのの場合が実現される理論的条件を明らかにしている｡ また無水フ
タル酸および無水安息香酸の加水分解反応の例によって理論と実験との一致を示 している｡ なお｣｢遷移的
飽和度｣ と ｢異相系反応に対する捜拝反応係数｣ の概念を新 しく導入 している｡
また固一液系の工業反応の例としてニ トロベンゼンを鉄粉と塩酸とで還元する反応の反応収率と反応速
度に及ぼす種々の反応条件の影響について実験的な検討を加えている｡
第 4 章は液一液系撹拝における連続相側の物質移動抵抗について述べている｡ 一般に液一液反応系にお
ける撹拝の目的は 仕)分散相の微粒化による液一液界面積の増加, (2)液滴の外側の拡散境膜抵抗の減少お

























敬, 分散滴内部の混合などにつき知見を加えている｡ したがって, この研究は異相系反応装置の設計に際
し, ある程度の指針を与えるものと考える｡ このように, 本研究は学術上にも工業上にも貢献するところ
が少なくない｡ よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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